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【目的】有機アンモニウムイオン（メチルアンモニウム）と無機アンモニウムイ

オンを選択的に識別するイオンセンサーの開発を試みた
１）
。 

【方法】イオンセンサーは、ポリ塩化ビニル膜を支

持体とする常法
１,２）に従って作製した。 

【結果および考察】様々な置換基をもつカリックス

[6]アレーン誘導体 1～5 を検討した結果、5 がメ
チルアンモニウムを極めて高選択的に識別するこ

とを見出した。この事実は、カリックス[6]アレー
ンのベンゼン環にフタをするような置換基をつけ

ると、メチルアンモニウムのようなサイズの小さな

有機アンモニウムイオンが選択的にトラップされ、

「分子レセプター」として有効に働くことを示して

いる。ノナクチン
２）
と 5 を使用すれば、それぞれ

無機アンモニウムイオンと有機アンモニウムイオ

ン（メチルアンモニウム）を選択的に識別できた。 
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